
詳しくはこちらをご覧ください

フードテックビジネス実証事業
公募サイト
事業実施主体の事業担当者が、フードテック官民協議会の会員であることが応募条件です。

新たなフードテックビジネスの創出という目的を
達成するために、フードテック等を活用した
新たな商品・サービス等の取組を支援します。

公募期間

※公募期間は予定であり、変更となる可能性がありますのでご了承ください。

令和8年6月5日（金）～令和8年6月26日（金）17時

食の新産業創出へ

を活用したテクノロジー

フードテックビジネス実証事業

FOOD TECHNOLOGY
公募の詳細は
こちらから

申請には事前にGビズIDの取得が必要です。
GビズIDの取得には3週間程度かかりますので、まずはGビズIDの取得をお済ませください。Jグランツのご利用が初めての方

Q3. 応募方法を知りたいです。
Jグランツを推奨しておりますが、E-Mailでも受け付けております。Jグランツでの申請にあたり、事前にGビズIDの取得が必要です。
GビズIDの取得には3週間程度かかりますので、ご応募をお考えの方は、まずはGビズIDの取得をお済ませください。  

よくあるご質問 「公募Q&A」はこちら

Q1. 応募の条件はありますか？
本事業に応募できる実施主体は、以下の(1)、(2)のいずれか、また(3)を必ずを満たすものとします。業界や設立時期は不問としております。

(1)フードテック等を活用し新たな商品・サービスを生み出す食品事業者、流通事業者、製造事業者、情報関連事業者、大学等の研究機関、食育・栄養関係団体、コン
サルタント、海外食品事業者等を構成員とするコンソーシアムであること。

(2)フードテック等を活用し新たな商品・サービスを生み出す単独の事業者であること。
(3)ビジネスモデル実証事業実施主体の事業担当者が、フードテック官民協議会の会員であること。

Q2. 他の補助事業等と重複したテーマで申請することは可能ですか。
同一の提案内容で他の事業への申請を行っている場合は、申請段階（補助金交付候補者として選定されていない段階）で本事業に応募することは差し支えありま
せんが、他の事業への申請内容及び他の事業の選定の結果によっては、本事業の審査の対象からの除外や、補助金交付候補者の選定の決定の取り消し、補助金
の交付決定の取り消しとなることがあります。また、申請の際には、別紙様式１－２に重複申請について記載いただく必要がございます。



農林水産省

補助金

公募・審査
結果通知

申請

事務局＜株式会社ぐるなび＞

民間事業者等【事業実施者】

事業の全体像 事業の流れ

支援対象経費例

公募開始 令和８年6月5日（金）

交付決定の通知

交付申請書の提出

選定結果の通知

応募書類提出 令和8年6月26日（金）17時厳守

公募選定委員会による審査（書面＋オンラインでの審査を想定）

事業実施期間（交付決定の通知から令和9年2月28日まで）

事業実施報告 令和9年2月28日（日）
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● 売買、請負、その他契約等をする場合には、複数の者から見積りを徴収する等により経費の節減に努めること。
● 委託を行う場合には、事務局の承認を受けた上で、委託先との契約を締結し、事務局に届けること。

● 実証事業に要する経費

※イラストはイメージです

人件費 実証設備･
機材･資材費 原材料費 調査員手当

消費者評価会
実施費

販売促進
展開費謝金 検査･分析費

通信費 消耗品費
その他

フードテックを活用した
実証に要する経費

公募の詳細は
こちらから

申請には事前にGビズIDの取得が必要です。
GビズIDの取得には3週間程度かかりますので、まずはGビズIDの取得をお済ませください。Jグランツのご利用が初めての方

お問合せ フードテックビジネス実証事業事務局
受付時間：月～金曜日（平日のみ10：00～12：00、13:00～17：00）

0800-100-4510電話

メール foodtech-r8@mail.gnavi.co.jp

・認識相違防止の観点から、できるだけメールにてお問い合わせいただきますようお願いいたします。
・とくに公募締切前はお問い合わせが集中するため、メールでのお問い合わせを推奨いたします。
・メールでのお問い合わせの場合は、時間を問わずご送信いただけます。




